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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

思いやりや優しさを育む福祉教育
東粟倉小学校で高齢者疑似体験

　

高
齢
者
体
験
を
し
て
、
ぼ
く
は
び

っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
１
㎏
の
重
り
を
つ
け
る
こ

と
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
毎
日
重
り
を
両
腕
に
つ
け

て
い
る
く
ら
い
重
く
感
じ
る
の
で
、

と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く

も
手
足
が
と
て
も
だ
る
く
な
り
ま
し

た
。
次
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
と

て
も
音
が
聞
き
に
く
く
、
目
が
見
に

く
い
こ
と
で
す
。
ぼ
く
も
専
用
の
ヘ

ッ
ド
ホ
ー
ン
を
体
験
の
時
に
つ
け
ま

し
た
。
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
し
、
介

助
の
友
だ
ち
に
も
大
き
な
声
で
話
し

て
も
ら
わ
な
い
と
聞
こ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ぼ
く
は
こ
の
体
験
を
し
て
、
次
か

ら
気
を
つ
け
る
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
一
つ
目
は
コ
ス
モ
ス
苑
の
お
年

寄
り
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
す
る
時
に

は
、
な
る
べ
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
聞
き
や
す
い
大
き
な

声
で
話
す
。
二
つ
目
は
き
つ
い
こ
と

を
言
わ
ず
に
や
さ
し
く
教
え
て
あ
げ

た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
思
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い

ろ
な
お
年
寄
り
が
暮
ら
し
や
す
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
ぼ
く
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
や
り
た
い
で

す
。
ぼ
く
は
体
験
の
時
に
介
助
の
友

だ
ち
が
「
こ
っ
ち
で
や
ろ
う
」
な
ど

と
、
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
お
年
寄
り
の
方
も
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

東
粟
倉
小
学
校　

５
年
生　

西
浦　

拓
海
く
ん

児
童
の
感
想
文
か
ら
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いはい!

地域社協連絡会で英田地域の活動を報告する橋本正弘委員

　

同
推
進
会
議
の
発
展
的
解
消
理
由
と

し
て
は
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
６
地

域
で
の
５
者
連
絡
会
議
が
す
べ
て
の
地

域
で
行
わ
れ
、
各
地
区
社
協
で
の
取
り

組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
地

域
社
協
や
地
区
社
協
で
の
愛
育
委
員
、

栄
養
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
４
団
体
の
一
体
的
な
取
り

組
み
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
市
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
同
じ

目
的
を
持
っ
た
地
域
社
協
連
絡
会
へ
の

一
体
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
推
進
連
絡
会
議
の
統
合
・
一

体
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
協
連
絡
会
は
、
各
地
域
社
協
か
ら
代

表
者
２
名
に
よ
る
12
名
の
方
々
を
交
え

て
、
新
た
に
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、

民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代

表
が
加
わ
り
、
16
名
の
委
員
構
成
に
な

り
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
地
域
社
協
連
絡
会

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
年

２
回
の
役
員
会
や
地
区
社
協
活
動
の
先

進
地
視
察
、
地
区
社
協
広
報
紙
の
作
成

研
修
会
等
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
す
る
地
区
社

協
事
業
専
門
委
員
会
は
、
地
区
社
協
が

実
施
す
る
地
域
福
祉
事
業
に
関
す
る
専

門
的
な
事
項
を
協
議
検
討
し
、
そ
の
結

果
を
地
域
社
協
連
絡
会
に
報
告
す
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
社
協
で
の
５
者
の
連
携

を
背
景
と
し
た
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

各
地
域
社
協
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
18
地

区
社
協
で
事
業
申
請
が
行
わ
れ
、
事
業

申
請
が
予
定
さ
れ
て
い
る
６
地
区
社
協

を
含
め
る
と
31
地
区
社
協
中
24
地
区
社

協
で
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事

業
」
が
取
り
組
ま
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
は
発
展
的
解
消
へ

地
域
社
協
連
絡
会
に
統
合
・
一
体
化
を
決
定

地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
は
発
展
的
解
消
へ

地
域
社
協
連
絡
会
に
統
合
・
一
体
化
を
決
定

地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
は
発
展
的
解
消
へ

地
域
社
協
連
絡
会
に
統
合
・
一
体
化
を
決
定

英田地域福祉推進
連絡会議が開かれる
英田地域福祉推進
連絡会議が開かれる

　

美
作
市
の
福
祉
団
体（
民
生
・
児
童
委
員
、愛
育
委
員
、栄
養
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
社
協
）
で
構
成
す
る
「
美
作
市
地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
」
は
、
６
月
15
日
㈮

に
第
２
回
の
会
議
を
開
き
、
こ
の
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
市
内
地
区
社
協
の
連
合

体
で
あ
る
「
地
域
社
協
連
絡
会
」
に
統
合
し
、
一
体
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
推
進
連
絡
会
議
終
了
後
に
行
わ
れ
た
平
成
24
年
度
第
１
回
美
作
市
地
域
社

協
連
絡
会
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
、
事
業
計
画
や
地

区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
設
置
要
綱
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
㈬
、英
田
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
お
い
て
、英
田
地
域
の
民
生
・
児
童
委

員
、愛
育
委
員
、栄
養
委
員
、地
域
社
協
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
福
祉
関
係
な
ど
５
団
体
の

各
代
表
者
が
集
ま
り
、今
後
の
地
区
社
協
の

活
性
化
に
向
け
て
の
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ま
ず
社
協
事
務
局
よ
り
地
域
福

祉
推
進
連
絡
会
議
の
経
緯
や
、「
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。説
明
の
後
、各
団
体
の
代
表
者
か
ら

今
年
度
事
業
や
活
動
概
要
の
説
明
が
あ
り
、

各
代
表
者
の
方
は
各
団
体
の
活
動
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

次
に
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
に
つ

い
て
の
質
疑
を
行
い
、出
席
者
の
方
か
ら
は

地
区
社
協
の
基
盤
強
化
に
向
け
て
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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い!はい!

　

６
月
30
日
㈯
、
北
山
の
世
代
交
流
多

目
的
ホ
ー
ル
で
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
音
声
を
瞬
時
に
文
字
に
し
て
伝

え
る
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
の
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。

　

開
講
初
日
に
は
耳
の
仕
組
み
や
聴
覚

障
が
い
の
原
因
、
文
字
伝
達
の
必
要
性

な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
、
受
講
者
は
熱

心
に
講
師
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
厚
生
労
働
省
要
約
筆

記
奉
仕
員
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
た
講

座
（
全
52
時
間
）
で
、
講
座
修
了
者
は

要
約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

要約筆記奉仕員養成講座を開講

　

評
価
委
員
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
に
美
作
市
社
協
が
実
施
し
た
66
項
目
の
事
業
に

つ
い
て
、
住
民
代
表
者
や
学
識
経
験
者
の
視
点
か
ら
評
価

や
検
証
を
受
け
、
次
年
度
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。

　

評
価
委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
や
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
サ
ロ
ン
の
活
動
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
、
も

っ
と
広
報
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

○
民
生
・
児
童
委
員
、
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、
地
区
社

協
等
の
福
祉
団
体
が
地
域
で
行
っ
て
い
る
福
祉
活
動
を

市
民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で

住
民
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

○
様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
疑
似
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
資
質
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、「
地
域
社
協
連
絡
会
」
や
「
地
域
福
祉
推
進
連

絡
会
議
」
を
背
景
に
、
地
区
社
協
活
動
の
支
援
策
と
し
て
、

平
成
23
年
度
策
定
し
た
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

美
作
市
社
協
で
は
、
評
価
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や

提
言
を
基
に
、
平
成
24
年
度
に
は
、「
地
区
社
協
組
織
の

基
盤
づ
く
り
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
新
規
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
働
き
か
け
」「
小
中
高
校
へ
の
福
祉
教
育

の
推
進
」
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
評
価
委
員
会
を
開
催

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
22
年
度
に
策

定
し
た
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
平
成
23
年
度
に
お

け
る
進
行
状
況
を
評
価
す
る
た
め
、
５
月
30
日
㈬
、

作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
評
価
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

評価委員会で活動計画の進行状況を説明する社協事務局

要約筆記講座で自己紹介をする受講者
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大
原
支
所

勝
田
支
所

いはい!

　

６
月
12
日
㈫
、
や
ま
ゆ
り
苑
で
梶
並
小
学
校
・
幼

稚
園
の
児
童
園
児
と
東
谷
下
地
区
の
高
齢
者
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
園
児
と
児
童
の
自
己
紹
介

の
後
、
輪
に
な
っ
て
歌
を
歌
っ
た
り
、
魚
釣
り
ゲ
ー
ム

の
魚
を
一
緒
に
つ
く
る
な
ど
し
、
楽
し
い
交
流
会
を
終
え

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
と
児
童
・
園
児
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流

会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

６
月
17
日
㈰
、
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館
で
大
原
地
域
社
協
主
催
の
ふ
れ
あ
い
囲
碁

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
大
原
地
域
全
体
が
家
族
の
よ
う
な
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
地
域
に
な
る
よ
う
に
と
地
域
社
協
・
春
名
信
義
会
長
か
ら
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー

大
原
！
」
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
江
ノ
原
チ
ー
ム
・
春
名
利
勝
氏
が
選
手
代
表
と
し
て
力

強
く
選
手
宣
誓
を
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
体
操
の
ら
く
じ
ゃ
ぁ
体
操
で
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〝
で
こ
ぽ
ん
〞
の
メ
ン
バ
ー
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

参
加
者
全
員
で
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
社
協
と
し
て
は
今
回
初
め
て
の
催
し
で
、
28
チ
ー

ム
・
総
勢
約
１
５
０
人
が
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
集
結
さ

れ
ま
し
た
。「
あ
の
ボ
ー
ル
を
は
じ
け
ば…

」「
あ
そ
こ
に

入
れ
れ
ば
３
目
に
な
る
で…

」
な
ど
と
声
を
掛
け
合
い
、

囲
碁
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
交
流
を

深
め
な
が
ら
日

頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
さ
れ
、

梅
雨
の
晴
れ
間

の
暑
さ
も
吹
き

飛
ば
す
よ
う
な

活
気
あ
ふ
れ
る
１
日
で
し
た
。

　

上
位
３
チ
ー
ム
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

壬
生
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

赤
田
チ
ー
ム

　

３　

位　

川
上
中
チ
ー
ム

地
域
の
高
齢
者
と
梶
並
幼
稚
園
・

小
学
校
と
の
交
流
会

フ
レ
ー
フ
レ
ー
大
原
！　

大
原
地
域
社
協

ふ
れ
あ
い
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

フレーフレー
大原！

魚釣りゲームを教わる

▼手拍子に合わせて歌う高齢者と児童園児



5

い!はい!

東
粟
倉
支
所

　

６
月
14
日
㈭
、
美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
東

粟
倉
支
部
役
員
に
よ
る
草
刈
り
奉
仕
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
作
業
は
、支
部
活
動
の
一
環
で
、毎
年

６
月
と
11
月
の
年
２
回
、
社
協
東
粟
倉
支
所
周
辺

と
隣
接
す
る
コ
ス
モ
ス
苑
公
園
の
草
刈
り
や
庭
木

の
剪
定
、
花
壇
の
草
取
り
等
を
、
役
員
の
皆
さ
ん

で
手
分
け
し
て
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
苑
公
園
は
、
東
粟
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
や
近
く
の
小
学
校
・
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
の
散
歩
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
お
り
、

関
係
機
関
か
ら
も
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
梅
雨
の
合
間
の
蒸
し
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
約
２
時
間
の
奉
仕
作
業
で
き
れ
い
な

公
園
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
支
部
役
員
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
東
粟
倉
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
、

草
刈
り
奉
仕
作
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。笑顔の絶えない集いです。

　６月５日㈫、大芦高原温泉雲海グラウンドにお
いて、第５回美作市身体障害者福祉協会グラウン
ド・ゴルフ大会が開催されました。
　当日は、近隣町村の身体障害者福祉協会の会員
を含む、約80名の方々が参加され、日頃の練習の
成果を発揮し、一打一打に一喜一憂しながら楽し
くプレーされていました。

　夏のボランティア体験事業事前研修会を７月７日㈯、
勝央町の勝央文化ホールで開催しました。事前に申し込
みのあった約400名が参加し、活動にあたっての注意事
項の確認や受入施設担当者との活動日程の調整が行われ
ました。
　この事業は、美作市社協、勝央町社協、奈義町社協、
西粟倉村社協が合同で開催しており、毎年、中学生・高
校生・大学生等が７月～８月にかけ、勝英地域の幼・保育
園、高齢者施設、病院、地域活動等でボランティア活動
ができるよう、社会福祉協議会が企画運営している事業
です。

第５回美作市身体障害者福祉協会
グラウンド・ゴルフ大会夏のボランティア体験事業

事前研修会を開催

【団体の部】
　優　勝　美作Ａ
　準優勝　勝　田
　第３位　美作Ｂ

【個人の部】（敬称略）
　優　勝　大澤　忠夫
　準優勝　小坂田　漸
　第３位　平田　正行
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〒708-0333  岡山県苫田郡鏡野町古川154-3
TEL・FAX共通（0868)54-0346

管理者　古金　裕次

㈲コスモ クリエイト

美作市明見137番地（docomo前）
TEL 0868-72-9800
 0800-200-9811
http://salon-pepe.com

サロンぺぺ

当店ご来店困難な（体の不自由な方・寝たきりの方）
老人福祉施設・障害者支援施設・その他施設、訪問
サービスいたします!

カット
¥1,500

シルバー会員募集
（65歳以上）

会
員
相
互
の
絆
を
深
め
よ
う
！ 

　
 

〜
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
〜

会
員
相
互
の
絆
を
深
め
よ
う
！ 

　
 

〜
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
〜

　

平
成
24
年
度
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会

が
６
月
６
日
㈬
、
か
つ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
美
作
市
内
で
活
動
す
る
手
話
、
読
み
聞
か
せ
、

介
護
予
防
な
ど
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
33
団
体
か
ら
会
員

約
１
０
０
名
の
出
席
が
あ
り
、
佐
藤
会
長
か
ら
「
会
員
相

互
の
絆
が
深
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
研
修
会
や
交
流

会
を
通
じ
、
更
に
連
携
を
深
め
よ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
や
平
成
24

年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
研
修
会
や
交
流
会
の
開
催
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、
研
修
会
も
開
催
さ
れ
、「
認

知
症
の
正
し
い
理
解
」
と
題
し
た
講
演
会
と
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

に
よ
る
「
花
子
さ
ん
家
の
最
近
の
で

き
ご
と
」と
題
し
た
寸
劇
も
披
露
さ
れ
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
役
員
（
敬
称
略
）

　
（
会　

長
）
佐
藤
順
子

　
（
副
会
長
）
新
免
増
枝
・
丸
本
育
子

　
（
会　

計
）
岡
野
卓
夫

　
（
監　

査
）
小
林
範
子
・
平
井
妙
子

◀寸劇「花子さん家の最近のできごと」

美作市ボランティア連絡協議会総会の様子

少人数の小さい会社ですが、紙おむつ、リハビリシュー
ズフィッティングから医療機器の相談まで専門相談員
がアドバイスいたします。

介 護 福 祉 用 具
医療機器販売レンタル
住 宅 改 修
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美作市大町44-1

☎77-0233
FAX 77-1158

トータルハウジング

有限会社 安藤
【営業内容】 建具工事（アルミ・木製・鋼製・ガラス）
 家具工事（木製・鋼製）
 設備工事（キッチン・バス・トイレ他）

二級建築士事務所

　建築・大工・屋根・内装
　タイル・煉瓦・ブロック

E-mail  i-ando@ando-stk.co.jp

有限会社　橋本自動車
バレンタイン日本の里  さくとう

〒709-4244  岡山県美作市土居870（国道179号線沿い）
代表（0868）75－0802・FAX（0868）75－0421
URL  http://www.hashimoto-auto.com/

「聞き上手から始めよう!
よい聞き手になるために!」

【申し込み・問い合わせ】 美作市社会福祉協議会
 地域福祉課　☎72-3677

と　き　平成24年８月22日㈬　13：30～15：45
ところ　かつた市民センター　美作市真加部1616
講　師　公益社団法人　認知症の人と家族の会
　　　　　　　　岡山県支部　代表　妻井令三氏
参加費　無料　　　定　員　150名
申込〆切り　電話で８月17日㈮

傾聴講演会のご案内

　

勝
英
地
区
保
護
司
会
に
よ
る
、
犯
罪
と
非
行
の
な
い
社
会
を
目
指
す
「
第

62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
広
報
パ
レ
ー
ド
は
、
７
月
の
運
動
強
化
月

間
に
合
わ
せ
５
日
㈭
、
美
作
市
、
勝
央
町
、
奈
義
町
、
西
粟
倉
村
で
実
施
。

市
町
村
長
宛
の
滝
実
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
伝
達
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
市
役
所
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
保
護
司
、
市
職
員
約
50
人
が

参
加
。
福
永
孝
雄
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

会
員
の
福
島
恊
さ
ん
が

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
の
実
現
は
多
く
の
国

民
の
願
い
」
と
の
法
務

大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

代
読
し
、
安
東
美
孝
美

作
市
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

閉
会
後
、
参
加
者
は

広
報
車
な
ど
で
巡
回
宣

伝
活
動
に
出
発
。
管
内

各
市
町
村
で
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。 社

明
運
動
で
勝
英
地
区

保
護
司
会
の
啓
発
パ
レ
ー
ド

社
明
運
動
で
勝
英
地
区

保
護
司
会
の
啓
発
パ
レ
ー
ド

社
明
運
動
で
勝
英
地
区

保
護
司
会
の
啓
発
パ
レ
ー
ド

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
へ

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
へ

出発式で安東美孝市長（左）に法務大臣のメッセージを伝達する福島さん

（
平
成
24
年
６
月
30
日
付
）

作
東
支
所
主
任

　
　
　
　

有
友　

廣
子

退 
職

他人の話を聴くこと。これは
よい人間関係を作るための
鍵です。この機会に、一緒に
学びませんか。
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一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

余　

野　
　

水
島　
　

寛　

様

（
亡　

肇　

）

大　

町　
　

皆
木　

吉
重　

様

（
亡　

寛　

子
）

大　

町　
　

正
松
本　

弘　

様

（
亡　

常　

雄
）

大　

町　
　

大
地　

浩
司　

様

（
亡　

壽　

子
）

古　

町　
　

井
上　

富
雄　

様

（
亡　

梅　

代
）

古　

町　
　

藤
原　

孝
幸　

様

（
亡　

一　

郎
）

中　

町　
　

岩
本　

亮
二　

様

（
亡　

シ
ズ
子
）

宮　

本　
　

永
幡　

亮
司　

様

（
亡　

逸　

郎
）

後　

山　
　

広
畑　

正
人　

様

（
亡　

正　

）

後　

山　
　

明
石　

征
好　

様

（
亡　

弘　

志
）

中　

谷　
　

盛
本　

邦
男　

様

（
亡　

和　

江
）

東
青
野　
　

新
免　

憲
二　

様

（
亡　

ひ
さ
ゑ
）

上　

相　
　

福
田　

真
二　

様

（
亡　

好　

昭
）

大
井
が
丘　
　

神
原　
　

雄　

様

（
亡　

郁　

枝
）

　

吉　
　
　

和
田　

収
平　

様

（
亡　

凉　

子
）

楢
原
中　
　

伊
東　
　

保　

様

（
亡　

房　

子
）

安　

蘇　
　

永
幡　

達
也　

様

（
亡　

博　

昭
）

湯　

郷　
　

藤
原　

政
子　

様

（
亡　

奥
西
三
枝
子
）

奥
大
谷　
　

森
廣　

光
子　

様

（
亡　

勝　

）

岩　

辺　
　

大
前　

好
春　

様

（
亡　

千　

代
）

　

鯰　
　
　

河
股　

眞
護　

様

（
亡　

文
孜
子
）

川　

北　
　

前
原　

富
芳　

様

（
亡　

千　

里
）

福　

本　
　

伊
東　
　

緑　

様

（
亡　

克　

則
）

井　

口　
　

宮
本　

寿
夫　

様

（
亡　

時　

雄
）

埼
玉
県　
　

安
藤　

一
俊　

様

（
亡　

俊　

介
）

奈
義
町　
　

佐
々
木
勝
恵　

様

（
亡　

須
田
泰
弘
）

宮　

本　
　

樋
元　

弘
一　

様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

　

水
田
の
水
面
に
は
い
つ
の
間
に

か
早
苗
が
し
っ
か
り
と
根
付
き
、

た
く
ま
し
く
そ
の
株
を
増
殖
し
て

い
る
。
や
が
て
そ
の
株
は
、
真
夏

の
太
陽
に
向
か
い
大
き
く
茎
を
伸

ば
し
、
稲
穂
を
垂
れ
る
の
で
あ
る
。

農
家
は
そ
の
生
長
を
喜
び
と
し
て

自
然
と
の
営
み
を
繰
り
返
し
続
け

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

昨
年
９
月
に
設
立
し
た
福
祉
５

団
体
の
連
絡
会
議
で
あ
る
「
地
域

福
祉
推
進
連
絡
会
議
」
は
、
地
域

や
地
区
で
福
祉
団
体
の
連
携
へ
の

道
筋
を
つ
け
た
と
し
て
発
展
的
解

消
を
決
定
、
地
区
社
協
の
連
合
体

で
あ
る
「
地
域
社
協
連
絡
会
」
と

統
一
・
一
体
化
し
て
組
織
基
盤
を

強
固
に
確
立
し
た
。
こ
の
こ
と
を

契
機
と
し
て
、
市
内
地
域
福
祉
の

組
織
機
構
が
完
了
し
た
も
の
と
考

え
る
。
し
か
し
、
組
織
的
に
整
理

統
合
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

の
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

稲
穂
が
垂
れ
る
よ
う
な
喜
び
を

地
域
福
祉
力
の
向
上
に
託
し
、
地

域
と
共
に
持
続
し
て
活
動
を
力
強

く
展
開
し
た
い
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
24
年
５
月
21
日
か
ら

平
成
24
年
６
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株式会社福祉保険サービス
〒100-0013　東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX：03（3581）4763
http://www.fukushihoken.co.jp

〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取扱代理店

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償 送迎サービス補償

ボランティア活動保険安心を支えます
日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償事故を補償！

年　間
保険料 Ａプラン...280円　Ｂプラン...420円 天災タイプも

あります。

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者




